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四中夜間学級に訪問します 
来週６日（月）の放課後、２年生の有志で四中夜間学級に訪問します。全員で訪問

はできませんが、代表で訪問する人たちは五中の２年生の代表として、実際に授業を

体験し、生徒さんたちと交流するなかで、何かを感じて帰ってきてくださいね。また、

訪問後は訪問で学んだことについてクラスへの報告会もあります。楽しみにしていて

くださいね！ 

先週の 27 日（金）に四中夜間学級の釣巻先生にお越しいただき、夜間学級のお話を

聞きました。終わった後、クラスで感想を書きました。「学ぶ」ということの大切さ、

今学校で「学ぶ」ことができていることの喜びを改めて実感した人が多かったように

感じます。感想を一部掲載します＊ 

 

夜間学級についての聞きとりの感想 

釣巻さんから四中夜間学級に通われている生徒さんのお話を聞かせ

ていただき、学ぶことは喜びにつながることなのだと思いました。 

文字が読めたり、計算したりは当たり前のことではと思っていたけど、そうではなく、

一つ一つが新しいことが知れる幸せなのだと感じました。今度、夜間中学に行くので、

他にどのようなことをするのか知りたいと思います。 

 

勉強は嫌いではありませんでしたが、ただ勉強するのは苦手だったので、ちょっと勉

強したくないと思っていましたが、今回の話を聞いて、学ぶというのは本当に大切なこ

とだとよく分かりました。学びたくても学ぶことのできなかった人たちもいる中、自分

は勉強できているんだと思いました。文字もふだん何気なく使って書いて読んでいるけ

ど、文字を読めたりするのは当たり前のことではないんだと思いました。文字が書けな

いことで仕事でも大変なことがあるし、文字が読めないのは生きていくうえでも大変な

ことがたくさんあると思いました。勉強ができること、文字が読めることは本当にあり

がたいことなんだと心から思いました。 

 

 

お話を聞いて、今私が「学ぶ」ことができる環境にあることが幸せなことだと思った。

今「学ぶ」ことができるということに「感謝」するべきと思った。 

 

釣巻先生の話を聞いて、四中夜間は昔、十分に学べなかった人が行っているのかなと

なんとなく思っていたけど、本当は戦争で行けなかったり、家庭の事情などで十分に勉

強できなかった人が行っていると分かった。夜間では、いやいや勉強しているのではな

く、みんなが楽しんで行っているんだと思った。９年で卒業だけど、みんな「もっと学

びたい」「卒業したくない」という思いがあるんだと感じた。 

 

夜間中学は、行きたい人が行けるところだと思っていたので、条件があることに驚き

ました。それから勉強だけをしていると思っていたけど、校外学習をしたり、博物館に

行ったりなど、ただ単に「学びなおす」ところではなくて、「学校生活」をやりなおすと

ころだなと思いました。文字を知ることで、今まで見えなかったものが見えるようにな

ったり、できなかったことができるようになったりしていました。 

 

私は勉強が好きな方ではなくて、やりたくないとか学校に行きたくないって思ってい

ましたが、この話を聞いて勉強はすごく大切なことなんだなと思いました！それに昔、

学校に行けなかった人もいて、その人たちは字も書けないし、計算もできなくて困って

いて、自分が今学校に行けていることは恵まれているんだろうと思います。その人たち

は夜間学級で１から勉強して楽しい人生を送っているんだと分かりました。 

 

自分は字が読めることは、当たり前のことだと思っていたけど、戦争で家庭が貧しい

人や働かないといけない人が多くて、四中に行く理由がわかった。夜間学校は大阪には

11校しかなかったり、数がとても少ないことに驚いた。文字を読めたときの夕日がとて

もきれいに見える理由がまったくわからなかったけど、この学習でたくさんのことを学

べた。 

 

四中夜間の話を聞いて、自分たちは今ふつうに勉強していて、学校にも通えているけ

ど、それができなかった人もいて、自分が勉強めんどくさいと思っていることが本当に

失礼というか、ぜいたくしているんだと思った。これからは、勉強したくてもできなか

った人のことを考えながら、今の生活にありがたみを感じたい。四中夜間に行っている

人からたくましさを感じた。生きるために学ぶというフレーズがとても心に残った。 

 

2 年生 学年だより

 
 
 

 



 

 

私は本当に勉強が嫌いで分からないところがあるとそのままにしてしまったり、授業

がめんどくさいと思う時はずっとぼーっとしているけど、今日の話を聞いていたら小さ

い頃に学べなかった人が自分から学びたいと言って一所懸命勉強しているという話を聞

いて、真剣に授業を受けようと思いました。私が今字を読んだり書いたりしているのは

小学校に行っていたからで、当たり前のことではないのだと分かった。これからは学べ

ているありがたみを心に残しながら学んでいきたいと思います。 

 

 

夜間学級があることは知っていたけど、そんなにたくさんの人が行っているのは知ら

なかった。でも、字が書けるようになったり、読めたり、計算できるようになったりし

てて、自分たちの当たり前が当たり前じゃなかったりして、がんばっている人を見て、

ますます勉強を頑張ろうと思った。四中夜間の人たちに負けないくらい将来努力できる

人になりたいです。自分の今いる環境に感謝して生活したいと思います。 

 


